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闊
酬
鰊
靱
麟
鐵
壕
隧
量

げ
ら
れ
、
秋
出
木
工
の
杉
幸
治

・さ
ん

（麓
）
が
優
勝
し
た
。

秋
曲
木
工
は
、
清
水
歓
太
さ

ん

（浸
）
が
２
位
に
入
る
な
ど

金
、
銀
、
鋼
メ
ダ
ル
を
獲
得
、

参
加
し
た
５
人
全
員
が
入
賞
し

た
。
１
社
の
全
メ
ダ
ル
獲
得
は
、

第
４７
回
技
能
五
輪

（２
０
０
９

・年
）
の
清
水
建
設
東
京
本
工
場

以
来
２
度
目
の
快
挙
．
秋
山
本

工
が
加
盟
す
る
神
奈
川
県
家
具

協
同
組
合
か
ら
の
優
勝
者
は
、

帖
年
以
来
８
年
ぶ
り
と
な
る
。

杉
さ
ん
は

「
１
日
目
は
緊
張

し
た
が
、
毎
日
練
習
を
積
ん
で

い
た
の
で
失
敗
せ
ず
に
普
段
分

力
を
出
す
こ
Ｌ
が
で
き
た
」
と

優
勝
の
喜
び
を
語

っ
た
。
秋
壼

利
輝
社
長
か
ら

一職
人
に
な
る

た
め
に
メ
ダ

ル
を
取
り
な
さ

い
」
と
ハ
ッ
パ
を
か
け
ら
れ
た

こ
と
が
優
勝
の
原
動
力
に
な

っ

た
。
会
場
に
は
父
親
と
兄
弟
、

叔
父
が
応
援
に
駆
け
付
け
た
。

杉
さ
ん
は
受
賞
後
、
手
紙
で
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
。

秋
山
社
長
は
Ю
月
に

「
一
流

を
育
て
る
　
秋
山
本
工
の

『
職

人
心
得
』
」
を
出
版
し
た
。
全

メ
ダ
ル
獲
得
は

「本
に
書
い
て

あ
る
こ
と
を
実
践
し
た
結
果
」

と
い
う
。　
コ
」
れ
を
き

っ
か
け

に
、
業
界
全
体
が
少
し
で
も
元

気
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
思
い

を
語

っ
た
。
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第盆位 清水 歓太 (神奈川県)m秋出本工

佐藤 寿城 (北海道)山 室木工備

大谷 周平 (北海道)北 海道立旭り|1高等
技術専P3学院

鍵撃::菫室_1鷲杏:`墜轟塁)三二泰窒藍萎い
■||■伊藤1署●(神奈″1界とり秋L4本二
酸聞鐵 西LL 悠平 (神奈川県)冊秋山本正

平t/m 拓磨 (ネ申奈川県)0秋山本工

内藤 衣里 (北海道)北 海道立旭川高等
技術専門学院

敏暉 輌日歌出県)利歌lL県立和歌LL土井

産業技術専F号学院

片山 聡美 (埼玉県)も のつくり大学

西り|1 克彦 (兵庫県)鯛 三上工作所

鰊
綺
鋏
氷
鱚
颯
鰤

霙
躾
愧
メ
グ
ル
は
得

青
年
技
能
者
が
腕
を
競
う
第

霊
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

（主

催
＝
厚
生
労
働
省
、
中
央
職
業

能
力
開
発
協
会
）
が
Ｈ
月
盟
ヨ

か
ら
解
日
ま
で
、
千
葉

苺
美
浜

区
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ

た
。
家
具
職
は
全
国
か
ら
選
ば

れ
た
恥
人
が
参
加
．
器
ヨ
と
鉾

一日
の
量
日
間
、
熱
戦
が
繰
り
広

秋
出
社
長

（右
か
ら
３
人
目
）
と

一

餘
Ｌ醗
餃
纂
砂成籟
一

ろ
う
人
晟
）
、
３
位
の
伊
藤
さ
ん

（右
か
ら
２
人
日
ヽ
政
闘
質
の
画

直
さ
ん

（左
端
）
と
平
堀
さ
ん

（右
端
）
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